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また、イオン揮の影響については、 NaCI溶液、 KCI溶液、 MgCl2溶液、 CaCI2溶液、 MgS04溶液を用いて実験
を行い、 NaCI溶液の場合に穿孔率が最も高くなることを明らかにしている。
続いて、穿孔率が一定となるためのパルスの電界強度、パルス幅、懸濁液の導電率の関係を検討し、電
界強度の値が一定であれば、パルス幅と導電率は反比例の関係にあることを明らかにしている。また、こ
の関係に基づいて、子L近辺に集中したイオンの電気力により脂質分子が剥離され、孔の拡大が生じるとす
る孔の拡大モデルを提案している。
さらに、酵母細胞の形状、大きさおよび染色の有無を計調Ijするためのl畠j像処埋、ノフトウェアを開発し、
細胞周期および大きさと穿孔半との関係について検討し、 S-M期の酵母はG1期の酵母よりも穿孔率が高く
なり、細胞が大きくなれば穿孔率が仮くなることを明らかにしている。
畳後に、孔の修復および生存性に及ぼす電気パルスの影響について棋討し、電気パルスによって生じた
孔は数分で修復し、パルスの初期電界強度の値が増大すれば、孔の修復に要する時間が長くなること、ま
た、初期電界強度および時定数の値が明大すれば、酵母の生存率が低くなることを明らかにしているe
以上の成果は、電気穿孔現象の解明に資する令益な知見を与えており、生物電気化学や電気丁学の尭展
に寄与するものである。よって、本論文の著者は博士(下学)の学位を受ける資格を有するものと認める。
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